
グリーン水素開発への資金調達のための国際協力 

（11 月 16 日  OECD パビリオン） 

本サイドイベントでは、各国がどのように国家戦略を策定し、グリーン水素

市場で実行可能なビジネスモデルを同定することができるかについて議論され

た。特に、グリーン水素市場の創造と成長を促進する国際的なパートナーシッ

プの役割に焦点が当てられた。  

JICA エジプト事務所のマヤダ・マグディ次長氏は、2050 年までにカーボン

ニュートラルを目指す日本の政策と、日本がグリーン成長戦略の一部としてグ

リーン水素の推進に大きな関心があることについて説明し、さらに、エジプト

は比較的安価で豊富な再生可能資源と戦略的立地条件から、グリーン水素エネ

ルギー開発において競争力を発揮できると述べた。また、グリーン水素のバリ

ューチェーンにおいて様々な分野での資金調達が必要であること、新興国での

グリーン水素プロジェクトの拡大には技術移転が重要な役割を果たすことに言

及し、エジプトや他国への JICAによる知見共有のプロジェクトについて紹介し

た。また、事例として、北九州市が 2030 年までに二酸化炭素排出量ゼロを達

成することを計画し、パイロット事業を実施しており、新興国にとって貴重な

知見となることを紹介した。 
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